
  

201８ 体験記 

古賀 沙智さん 
長崎県警察事務 

私が警察事務を目指した理由 

事務的な仕事だけでなく、鑑識や情報システム

開発といった警察事務でしかできない仕事に

携わることで、県民の生活を守っていきたいと

思い志望しました。生まれ育った長崎県で働

きたいという気持ちが強かったこと、警察学生

サポーターとして活動した経験を、学ばせてく

れた場所で活かしたいという思いが強かったこ

とから、長崎県職員を志望しました。 

時間を有効的に使える魅力 

一人暮らしをしており、帰省したときしか校舎に

行くことができなかったので、WEB学習ができ

る LECを選びました。 

自分のペースで学習を進めることができるの

も選んだ理由のひとつでした。 

過去の対策と模擬面接 

これまでに受験した先輩方の面接シートから、

よく聞かれる質問内容が分かったので対策が

とりやすかったです。模擬面接では、面接官の

立場を体験することで、自分の話す内容の不十

分なところや受験先についてより詳細に情報収

集し、話す内容を深めることができました。 

私の合格までの道筋 
私は講義をほとんど 2倍速で受けていました。

受講で知識を把握し、演習で何度も解くことに

よって確実に定着させるようにしていました。 

模試では全く結果が出ずに不安な思いをしまし

たが、試験まで徹底して演習を重ねることで、試

験本番で最高の結果を出すことができました。 

時には息抜きも必要ですよ 

公務員試験は科目数もたくさんあって大変なように思えますが，きちんと学習すれば合格する試験だ

と思います。全ての科目を完璧に仕上げる必要はなく、自分の得意な科目を選択し、伸ばしていけば

いいと思います。あまり詰め込みすぎず、息抜きをすることも時には必要です。 

長崎大学経済学部 

智翔館 佐世保駅前校卒塾生 

佐世保北高卒 


